
田原通信大
\\  地元のよさ、再 発見
//再地元

　祖父の代から続く「長自動車整備工場」を2024年2月に法人化し、「CHWITH株式会社」
の初代代表取締役に就任した長さん。今後、自動車に関わる事業以外にも、新規事業を
拡大していく目的で会社を設立した。会社名の「CHWITH（シーエッチウィズ）」の
「CH」には、「長（Cho)自動車」の「Ch」、「挑戦（Challenge）」の「Ch」、「連鎖
（Chain）」の「Ch」など、さまざまな意味が含まれており、「WITH」には、「CH」に含
まれた挑戦や連鎖を仲間と一緒に作っていきたいという想いが込められている。
 　「人口減少によって、続けられなくなる事業もある。利益追求ではなくて、町おこしか
ら始めないと事業に賛同してくれる人もいない。地域の外から人が来てくれるように、
人を増やす魅力作りをしていきたい。」と事業のポリシーを語る長さん。
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大田原に住んでいて「当たり前」なことが移住者に
とっては「魅力」に感じられることも。この通信で
は、毎月１回大田原の隠れた魅力をお伝えします。

大田原市移住・定住交流サロン通信

　長さんは、大田原市須佐木にある創業85年以上を
数える「長自動車整備工場」の３代目。自動車関係
の学校へ進学し、卒業後に板金屋で修行を積んだ後
に、地元へUターンし実家の工場を継承した。
　工場を法人化して「CHWITH株式会社」を立ち上
げた長さんに、その想いを伺った。

　長さんは、大田原市観光協会地域推奨品に認定された「くろ
ばね銘菓　大関家紋クッキー」の商品開発に携わっている。ク
ッキーの製造はケーキ屋に委託しているが、試作から味見、完
成に至るまで長さんが携わった。材料も素材を活かし、大田原
産の鶏卵を使っており、“地産地消”に力をいれた商品になって
いる。この商品開発が「CHWITH株式会社」を立ち上げるきっ
かけとなった。

CHWITHの法人化と事業のこだわり

「黒羽＝大関家紋クッキー」を目指して

長 繁伸

CHWITH（シーエッチウィズ）株式会社　
代表取締役
ちょう しげのぶ

さん

大判2枚と小判6枚入りの、最
後まで食べ飽きない「くろば
ね銘菓　大関家紋クッキー」。

　また、このクッキーには、連続テレビ小説「風、薫る」（NHK）のヒロインのモチーフ
となった大関和の家紋が刻印されている。家紋のクッキー型はフルオーダーをして、箱
のデザインは家紋の位置やサイズ、銀箔にもこだわっている。さまざまな観光地のお土
産を参考にしながら試行錯誤を重ねた末に、2026年2月に販売となった。「黒羽に観光に
来た方が、お土産に買ってもらえる物を作って、『黒羽と言えば家紋クッキー』の定着に
つなげたい。そして、黒羽の知名度を全国に広げたい。」と胸を膨らませている長さん。



「「    　　　　　　　　      大田原」大田原」「  　　　　   大田原」あなたの好きなあなたの好きなあなたの好きな
取材した方に聞きました取材した方に聞きました取材した方に聞きました

Instagram　　
住所　大田原市須佐木151-5
電話　0287-57-0118　

　「常にぶれずに大切にしているのは、基本的に『なくなったら困る
○○』を守ること。町おこしをするために、こどもたちが『こういう
所だったら戻ってきたい。』と思える環境を作りたい。たとえ、黒羽
に住まなくても、黒羽の暮らしや地域行事などを風化させないような
仕組みづくりが必要。自分がこどもの頃に楽しんだ自宅での花火や
BBQは、都会ではできないことで、地方だからこそできる暮らし。そ
の様な『なくしてはいけない暮らし』を守っていきたい。」と、長さ
んは決意を述べている。

お問合せ

大田原市の移住相談窓口
大田原市移住・定住交流サロン
大田原市本町1-3-1  大田原市役所A別館2階

Tel：0287-23-8794 (平日/9:00～17:00)
Mail：salon@ohtawara-ijyu.jp
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大田原の暮らし、地域情報など発信中！
担当課：大田原市役所 総合政策部 政策推進課

InstagramFacebookホームページ

　屋根付きの自動三輪の乗り物のトゥクトゥク。長さんがこの運行
事業を始めたのは、黒羽のイベントで、あるイベント会社が走らせ
ていたトゥクトゥクが、老朽化で修理ができなくとなったことがき
っかけだった。「イベントで目立つ物がなくなってしまうのは寂し
い。黒羽でトゥクトゥクのニーズがあるのなら、他の地域でもある
のではないか？利益にならなくても、町おこしのために、もう一度走
らせたい。」そう思い立った。長さんのトゥクトゥクは、地域のイベ
ントに登場し、イベント会場と駐車場との輸送やイベント会場内で
の運行を行っており、イベントに合わせて外装のシートを張り替えて
いる。

　20代の頃の長さんは、お客様のニーズに合わせるため、年中無休で整備工場の仕事に励
んでいた。その様な中、お客様から「そんなに頑張らなくてもいいんじゃない？」とのお
声や、こちらの予定に合わせて日程を調整していただけるお気遣いによって、自分の認知
度が上がったことを実感したという。また、やりがいについては「基本的にはお客様の困
りごとを解決することで、お客様に喜んでいただけることが一番うれしい。」と笑顔で話
す長さん。

トゥクトゥクをもう一度走らせたい

認知度UPとやりがい

町おこしをしながら、守り抜きたいこと

【CHWITH株式会社】

「雲厳寺」

紅葉の季節になると、雲
厳寺の落ち葉が川で流れ
てきて、堀に溜まった落
ち葉の景色が、とてもき
れいなので好きです。こ
どもの頃、「雲厳寺」で開
かれた林間学校に行き、
忍耐力がつきました。

湯津上で開催された「里
山マルシェ」でこどもた
ちに大人気のトゥクトゥ
ク。

新たな取り組みに携わっ
ている長さん。
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